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（令和３年２月16日～令和３年３月15日受付分）

令和３年２月末日現在
法令の改正により、外国人を含めた世帯数と人口を掲載
しています。

■世 帯 1,974 （−  4）  ■人 口  4,361 （ − 12）
■    男 2,062 （−  2）  ■　  女  2,299 （ − 10）

お悔やみ申し上げます
氏　　名　       　　       年　齢　　　　   住　所

花　倉　露　子　　 92歳　　　 豊　栄

中　嶋　貞　子　　 93歳　　　 河　上

舟　越　艶　子　　 94歳　　　 矢　戸

西　村　　　一　　 79歳　　　 福寿実

板　持　悦　子　　 84歳　　　 多　里

加　納　達　德　　 90歳　　   下阿毘縁

小　谷　功　惠　　 83歳　　　 神戸上

　梅や水仙の話題が飛びかうようになりました。今年は

例年より少し早めに春が訪れるようで、日南町でも気温

が少しずつあがり、春風が心地よく感じられます。

　議会３月定例において「2050年までの温室効果ガス

実質排出ゼロ自治体宣言」をいたしました。町の約９割

が森林である日南町は、森林による二酸化炭素吸収量により、す

でに実質ゼロと言っても過言ではありませんが、更にその吸収量

を増やしていくことを目指す自治体としたいと考えています。こ

れからも「ＳＤＧｓ未来都市」と合わせて日南町の顔として推進

していきますので、皆様のご理解とご協力をお願いします。広報

にちなんでの町長日誌は今月で最後とし、これからは皆様にお伝

えしたいことは特集としてご紹介する他、ホームページに新設予

定の「町長の部屋」で発信していきます。令和3年度も引き続きよ

ろしくお願いいたします。

（３月17日記）

町長

日誌

日南町長　　中村　英明

　日南町役場に新規採用と

なり、広報を担当して一年

が経とうとしています。この一年で沢山の

方と出会い、沢山の方の頑張りや思いに感

動し、沢山の方に助けていただいたと感じ

ています。取材に協力してくださった方、

読んでくださった方、励ましやアドバイス、

声をかけてくださった方々、本当にありが

とうございました。読んでいただける人が

元気になるような広報を目指し、これから

も頑張ります！

15　  広報にちなん令和３年４月

編集後記

役場企画課　８２－１１１５

荒　金　将　之　　　　　　　　阿毘縁
(佐藤)　 美　穂　　　　　　　　　霞

ご結婚おめでとうございます


